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１�　はじめに～「アス→ノウ」プロジェク
ト立ち上げの背景～
現在、日本全体で少子高齢化が進み人口

が減少局面にある中、農業界では、農業者
の高齢化による離農や後継者不足が深刻化
し、それに伴い耕作放棄地面積の増加や農
村機能の低下など、種々の問題が発生して
います。2030年には主業経営体（農業所
得が主で、１年間に自営農業に60日以上
従事している65歳未満の世帯員がいる個
人経営体）が半減する恐れがあるとの予測

（注１）もある中、新規就農者数も減少傾向に
あり、農業が成長産業として持続的に発展
し、食料の安定供給を担っていくために
は、農業内外から幅広く人材を呼び込み、
その定着を推進することが急務となってい
ます。

そのような中、従前にはない動きとし
て、近年、引退後に農業に取り組むアス
リートや、副業として農業に取り組むチー
ムなど、スポーツ界から農業界に参入する
動きが見られます。スポーツ界では、若く
して引退するアスリートが多く、なおかつ
その多くがセカンドキャリアに課題を抱え
ていること、また、スポーツリーグやチー
ムにおいては収益基盤の確立、地域との関
係強化や社会貢献の取り組みが重要な経営

課題となっていることから、農業がそれら
の課題などに対する選択肢として期待され
ていることが理由です。

以上のことから、スポーツ界から農業界
への参入が農業界とスポーツ界の双方の課
題の解決に資する可能性に着目し、農業界
でのアスリートの活躍を後押しする施策を
検討するため、令和６年７月、農林水産省
の新規政策の立案・実行を支援する制度「政
策Open Lab」（注２）を活用し、若手職員を
中心に、「アス→ノウ」プロジェクト（明

あ す

日
に向かって農に取り組む選

ア ス リ ー ト

手たちを応援す
るプロジェクト）を立ち上げました（注３）

（図１）。

（注１）食料・農業・農村基本計画（令和７年４月11日閣
議決定）における「主な耕種農業に関する農業構
造の見通し」による。

（注２）時代の変化を見通した対応を行うため、意欲ある
職員による、現行の部局や政策の枠を超えた、非
連続性や新規性に富んだ政策プロジェクトの立
案・実行を支援する農林水産省の制度。省内審査
の結果、採択された場合には、業務時間の１～２
割を活動に充当することが可能。最終的には、農
林水産省内で政策提言を行い、施策としての採用
可否が判断される。

（注３）当時、入省１、２年目の職員７人でスタート。令
和８年７月末現在、15人で構成。

農業界でのアスリートの活躍の後
押しに向けた「「アス→ノウ」プロ
ジェクト」

農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部 企画グループ 食料システム連携推進室 係長
／農林水産省 政策Open Lab「アス→ノウ」プロジェクト代表　坪川　優斗
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２�　「アス→ノウ」プロジェクトの取り組
み概要
当プロジェクトでは、農業界とスポーツ

界がそれぞれの課題を相互に補完し合い、
持続的に発展するWin － Winの関係を構
築することを目的とし、主に１）アスリー
トがセカンドキャリアとして農業界で活躍
する、２）チームが農業に取り組む・農業
との連携を推進する―といった、大きく二
つの方向性で施策の検討を進めています。
施策の検討に向けては、アスリートやチー
ムの農業の取り組み事例の調査、スポーツ
関係団体、農業関係団体や自治体などの関
係者が実施する支援策などの調査を行い、
農業界でのアスリートの活躍の効果やその
課題を分析し、施策の在り方や手法を追究
しています。

３�　農業界とスポーツ界との連携に関する
勉強会
農林水産省としても、農業界とスポーツ

界がより連携を深め、Win － Winの関係
となるような方策を検討するため、令和７
年８月、スポーツ庁の協力の下、「農業界
とスポーツ界との連携に関する勉強会」（以

下「勉強会」という）を設置しました。勉
強会では、公益財団法人日本バドミントン
協会の村井満会長に座長を、元サッカー日
本代表の中田英寿氏にアドバイザーを務め
ていただき、また、農業界やスポーツ界の
有識者、自治体、農業参入企業、農業に取
り組むアスリートやチームなどに委員とし
て参加いただき、農業界とスポーツ界との
連携を強化する具体的な方策について議論
しています。これまで４回の勉強会を開催

（令和８年７月末時点）し、１）スポーツ
のファンを巻き込みながら農業界を盛り上
げ、地域の活性化や関係性強化につなげて
いく取り組みが必要、２）合宿・オフシー
ズンや小・中学校段階において農業体験の
機会を提供し、農業への関心を高める場を
設けるべき、３）アスリートやチームが農
業に関する情報を得られる機会が重要―と
いった意見をいただき、今後、官民横断プ
ラットフォームの創設につなげていくこと
としています。当プロジェクトは同勉強会
にオブザーバーとして参画し、取り組み事
例の調査結果を勉強会で報告し、そこでい
ただいた意見を施策の検討に活かすことと
しています（図２）。

図１　�農林水産省政策Open Lab「アス→ノウ」プロジェクトについて

資料：「アス→ノウ」プロジェクト

農林⽔産省政策Open Lab 「アス→ノウ」プロジェクトについて
○ 農業界でのアスリートの活躍が農業界及びスポーツ界の課題の解決につながるのではないかと考え、
令和６年７⽉、農業界でのアスリートの活躍を後押しする施策の検討のため、「アス→ノウ」プロジェクトを始動。

○ これまで、農業界で活躍するアスリートやチームの取組事例の調査等を実施（計 約85（令和８年７⽉現在））。

取組の背景

取組の概要

新規政策の⽴案・実⾏を⽀援する制度「政策Open Lab」（※1）にて、
令和６年７⽉、農林⽔産省の若⼿職員を中⼼（※2）に

「アス→ノウ」プロジェクトを⽴ち上げ

農業界とスポーツ界が連携することで、両界の課題を同時に解決できるのではないか
引退したアスリートやチームが農業界で活躍し、両界の課題解決に資する事例が散⾒

・ 農業界では、農業者の減少、農村機能の低下、農業内外からの⼈材の呼び込み等に課題
・ ⼀⽅、スポーツ界では、アスリートのセカンドキャリア、アスリートやチームの収益等に課題

〜明⽇に向かって農に取り組む選⼿たちを応援するプロジェクト〜
あす ア ス リ ー ト

アスリートの取組事例の
現状・課題・今後の展望等の調査

・セカンドキャリアで農業を⾏う
アスリート

・副業的に農業に取り組む
チーム

スポーツ関係団体、農業関係団体、
⾃治体等の取組の調査

・スポーツ界のキャリア⽀援等

・農業関係団体の農業参⼊⽀援等

・⾃治体のスポーツ振興、
農業参⼊⽀援等

※1︓農林⽔産省内の制度（部局横断的）
業務時間の１〜２割を活動に充当可能

※2︓令和６年７⽉当初、⼊省１,２年⽬職員７名で
スタートし、令和８年７⽉現在、計15名

農業界でのアスリートの活躍における
効果・課題等の抽出

・アスリートやチームの
農業界への参⼊による効果

・アスリートやチームの
農業界への参⼊における障壁・課題

施策の検討
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４　「アス→ノウ」プロジェクトのこれまで
プロジェクトの立ち上げ以降、これまで

農業界で活躍する44事例のアスリートや
チーム（以下「「アス→ノウ」事例」という）

（図３）、40以上の関係者に調査をしてき
ました。

その結果、農業界でのアスリートの活躍
には、以下のような効果や課題があること
が見えてきました。
【農業界でのアスリートの活躍における効果】
（農業界にとっての効果）
（１）地域農業における担い手の確保
（２）アスリートの発信力などを生かした
農業・食・地域への興味・関心の喚起

（３）アスリートの関わりによる、地域の
ブランド力向上、農村関係人口の増加
（スポーツ界にとっての効果）
（１）アスリートのセカンドキャリアやデュ
アルキャリア（現役中から二つのキャリア
を並行して進めること）の多様化

（２）農業を媒介とした、地域のファンや
サポーター、スポンサーなどの増加

（３）アスリートやチームのブランド力の
向上、収益力の強化

【農業界でのアスリートの活躍における課題】
（１）アスリートの「食」への意識の高さ
が必ずしも「職」としての農業につながら
ない。

（２）農業経営に関する情報（収益見込み
やリスクなど）や、農業法人への就職を含
む就農に関する情報にアクセスできないた
め、ビジョンが見えず、就農・農業参入の
ハードルが高い。

（３）就農したアスリート同士など、近い
境遇同士で情報交換できる場がない。

（４）就農・農業参入時には、農業技術の
面や支援策などの情報面でサポートする体
制が必要となる。

（５）安定的に農業経営を発展させていく
ための手立てが明確でなく、経営の持続
性・収益性の確保が難しい。

また、アスリートやチームによって、参
入の目的やきっかけ、取り組みの力点や課
題、地域との連携の仕方などはさまざまで
あることが分かりました。

以上のことから、まずは農業界でのアス
リートの活躍について関係者の理解を得る
ことが重要と考え、スポーツ関係団体、農
業関係団体、自治体などとの意見交換や周

図２　�農業界とスポーツ界との連携に関する勉強会

資料：「アス→ノウ」プロジェクト

農業界とスポーツ界との連携に関する勉強会

農林⽔産省経営局スポーツ庁

主催

勉強会
（事務局︓経営局就農・⼥性課）

ヒアリング

協⼒

招集

◆第１回（令和７年８⽉１⽇開催）
・⼩泉元農林⽔産⼤⾂からの御挨拶
・農林⽔産省、「アス→ノウ」プロジェクト、スポーツ庁から、それぞれの取組を御説明
・委員等による意⾒交換
◆第２回（令和７年９⽉１⽇開催）
・農林⽔産省から農業界の現状と課題及び現⾏の施策を御説明
・農業にも従事するスポーツチームや、
地域で「農業×スポーツ」に取り組む⾃治体へのヒアリング
・委員等による意⾒交換
◆第３回（令和７年11⽉25⽇開催）
・後継者不⾜等の農業界の課題に⽴ち向かうスポーツチームや、
福島の魅⼒発信のために地元農業に関わるスポーツチームにヒアリング
・現役引退後、新規就農された元アスリートにヒアリング
・アスリートのキャリア⽀援に携わる委員から農業が選ばれる要素・課題を御紹介
・委員等による意⾒交換
◆第４回（令和８年７⽉27⽇開催）
・農林⽔産省からこれまでの議論と今後の取組の⽅向性を御説明
・委員等による意⾒交換

【アドバイザー】
・中⽥ 英寿⽒（元Jリーガー）
【オブザーバー】
・「アス→ノウ」プロジェクト
・農林⽔産省関係課
・スポーツ庁関係課

【委員】
・農業界・スポーツ界有識者
・⾃治体
・農業参⼊企業
・就農した元アスリート・チーム
・スポーツ団体

・就農したアスリート・チーム
・セカンドキャリア⽀援団体
・⾃治体

ヒアリング者

勉強会の構成 各回の議事内容

○ 我が国の農業者が減少する中で、農業が成⻑産業として持続的に発展し、⾷料の安定供給を担っていくためには、
様々な分野から農業⼈材の呼び込みと定着を推進することが必要。

○ スポーツ界から農業に参⼊するアスリートも現れてきており、農業に対して、セカンドキャリア、プロチームの
経営基盤の強化といった期待が寄せられているが、農業の知識・⼈脈がないアスリート等には就農へのハードルが
⾼く、アスリートのセカンドキャリア等として農業が意識されることが少ないのが実態。

○ これらを踏まえ、農林⽔産省経営局にて、農業界とスポーツ界がより連携を深め、Win－Winの関係となるよう
な⽅策を検討するため、スポーツ庁の協⼒のもと、農業界とスポーツ界との連携に関する勉強会を設置。
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知活動などを行いました。アスリートの農
業参入におけるハードルの解消を図るため、
スポーツ関係団体に対してはキャリアとし
ての農業についての啓発を、また、農業関
係団体や自治体に対しては農業参入を希望
するアスリートやチームへの積極的な情報
提供を促すことを目的としたものです。

併せて、「アス→ノウ」事例や農業界と
スポーツ界との連携に関する社会的認知度
拡大および理解醸成に向け、農林水産省
ホームページ（注４）、InstagramなどのSNS

（インターネット交流サイト）（注５）、農林水
産省のメディアツールなどを活用し、「ア
ス→ノウ」事例などの発信も開始しました

（図４）。

（注４） 　　　　　　　　https://www.maff.go.jp/j/
keiei/asu_nou/index.html

（注５） 　　　　　　　　https://www.instagram.
com/asu_nou.maff/

５　「アス→ノウ」プロジェクトの今後
立ち上げから３年目を迎える今年度は、

これまでの調査や分析で判明した課題や勉
強会でいただいた意見を踏まえながら、具
体的な仕組みづくりや環境整備を本格的に
進めていきます。

まずは、これまでの活動で判明した情報
面に関する課題を踏まえた具体的な施策と
して、農林水産省において、スポーツ界と

図３「アス→ノウ」事例一覧

資料：「アス→ノウ」プロジェクト

「アス→ノウ」事例⼀覧 ※ 「アス→ノウ」プロジェクトでヒアリングを実施した農業界で活躍するアスリート・チーム

近近畿畿 １１件件

兵兵庫庫県県 稲稲垣垣 将将幸幸（（ククリリスス））氏氏
（野球/野菜）

東東海海 22件件

三三重重県県 江江川川 智智晃晃氏氏（野球/養豚）

NNPPOO法法人人ススポポーーツツククララブブどどんんぐぐりり

（サッカー/野菜）

北北陸陸 44件件

新新潟潟県県 FFCC越越後後妻妻有有（サッカー/米）

SSAANNJJOO BBEEAATTEERRSS..EEXXEE
（３×３バスケットボール/米、サツマイモ）

石石川川県県 PPFFUUブブルルーーキキャャッッツツ石石川川かかほほくく
（バレーボール/米、柿、デラウウェア）

福福井井県県 中中垣垣内内 祐祐一一氏氏（バレーボール/米）

関関東東甲甲信信・・静静岡岡 1155件件

茨茨城城県県 水水戸戸ホホーーリリーーホホッックク（サッカー/ニンニク等）

栃栃木木県県 渡渡邊邊 裕裕規規氏氏（バスケットボール/野菜）

栃栃木木ゴゴーールルデデンンブブレレーーブブスス（野球/野菜、米）

千千葉葉県県 eessDDGGzz OOTTAAKKII..EEXXEE
（３×３バスケットボール/米、酒米）

佐佐藤藤 竜竜彦彦氏氏（野球/サツマイモ、ニンジン）

神神奈奈川川県県 三三ツツ間間 卓卓也也氏氏（野球/イチゴ）

湘湘南南ベベルルママーーレレフフッットトササルルククララブブ
（フットサル/サトイモ）

ノノジジママスステテララ神神奈奈川川相相模模原原
（サッカー/サツマイモ）

山山梨梨県県 工工藤藤 公公康康氏氏（野球/野菜等）

ヴヴァァンンフフォォーーレレ甲甲府府（サッカー/米）

長長野野県県 石石川川 直直宏宏氏氏（サッカー/トウモロコシ）

高高崎崎 寛寛之之氏氏（サッカー/白ひらたけ、長芋等）

古古賀賀 穂穂氏氏（バドミントン/米、リンゴ等）

静静岡岡県県 神神取取 忍忍氏氏（プロレス/米）

遠遠藤藤 広広太太氏氏（ラグビー/海老芋、トウモロコシ）

東東北北 ４４件件

宮宮城城県県 石石橋橋 良良太太氏氏（野球/ネギ）

山山形形県県 丹丹野野 朝朝香香氏氏（ソフトボール/スイカ、野菜）

モモンンテテデディィオオ山山形形（サッカー/米）

福福島島県県 福福島島ユユナナイイテテッッドドFFCC（サッカー/果樹）

中中国国・・四四国国 ４４件件

広広島島県県 岡岡﨑﨑 和和也也氏氏（サッカー/葉物野菜）

戸戸田田 隆隆矢矢氏氏（野球/レモン）

徳徳島島県県 徳徳島島イインンデディィゴゴソソッッククスス
（野球/アボカド、榊）

香香川川県県 木木村村 和和史史氏氏（陸上/野菜、シャインマスカット）

北北海海道道 １１件件

むむかかわわ町町 椿椿 文文子子氏氏
（スピードスケート/トマト、レタス）

九九州州・・沖沖縄縄 1133件件

福福岡岡県県 中中原原 大大樹樹氏氏（野球/きくらげ）

ゴゴーールルデデンンウウルルヴヴスス福福岡岡
（ハンドボール/野菜）

VVCC FFUUKKUUOOKKAA
（サイクルロードレース/あずき）

佐佐賀賀県県 佐佐賀賀アアジジアアドドリリーームムズズ（野球/米）

草草場場 悠悠輔輔氏氏（競輪/キュウリ）

熊熊本本県県 水水本本 勝勝成成氏氏（サッカー/野菜）

大大分分県県 松松本本 怜怜氏氏（サッカー/サツマイモ）

宮宮崎崎県県 ヴヴェェロロススククロロノノスス都都農農
（サッカー/ブドウ、トマト等）

ヴヴィィアアママテテララスス宮宮崎崎
（サッカー/ブドウ等）

鹿鹿児児島島県県 平平 秀秀斗斗氏氏（サッカー/繁殖牛）

内内薗薗 大大貴貴氏氏（サッカー/オクラ等）

鹿鹿児児島島ユユナナイイテテッッドドFFCC

（サッカー/かんしょ）

沖沖縄縄県県 沖沖縄縄SSVV（サッカー/コーヒー豆）

合計44４４事例
※令和8年7月23日時点

「アス→ノウ」
プロジェクトHP

「アス→ノウ」プロジェクト
公式Instagram

図４　�Instagramでの「アス→ノウ」
事例の発信の様子

資料：「アス→ノウ」プロジェクト
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の連携により、農業界の抱えるさまざまな
課題を「地域密着型の農業×スポーツの力」
で解決するための官民横断プラットフォー
ムを創設します。

本プラットフォームでは、農業の魅力を
スポーツの力を借りて発信し、農業界の課
題を身近に感じてもらい実際の体験へと導
くきっかけにつなげ、地域農業ファン層の
形成、事例の掘り起こし・横展開を推進し
ていきます（図５）。具体的には、１）特
設サイトの立ち上げによる情報発信、２）
各地域での農業体験、３）指導者などを対
象とした「アス→ノウ」事例の方々による
キャリア講習会、４）スタジアムでの農産
物販売などのマルシェ開催―など、地域の
振興を図るため、スポーツファンの「応援」
の力を農業に活用する取り組みなどを行う
方向で考えています（図６）。このような
取り組みが実効性を持って行われるよう、
当プロジェクトとしても、本プラット
フォームの創設・運営に係る検討を深めて
いくこととしています。

これまで調査した事例には、１）引退後
にセカンドキャリアとして就農した事例、
２）チームで営農する事例、３）チームに

所属するアスリートが農業に協力・従事す
る事例―の三つの類型があります。２）や
３）のような取り組みを通じて農業との接
点を持ったアスリートが、１）の引退後に
就農に至るケースも多く見られることか
ら、アスリートの就農においては現役時代
から農業と接点を持つことが重要であるこ
とが分かりました。また、２）や３）といっ
たチームの農業への参画は、地域農業の振
興や農村関係人口の増加などに資すること
が分かりました。実際に、JAとチームが
協働し、アスリート参加型の地域向け農業
体験を実施する地域や、スポーツリーグと
自治体が協働し、地域農業の課題解決に向
けたチームの農業参入を検討する地域もあ
ります。その一方で、チームが農業経営や
地域農業との連携に取り組むことによる経
営上のメリットや意義は十分に訴求できて
いない状況にあります。そのため、前述の
プラットフォームでの取り組みのほか、
チームの農業への参画における多様な形態
を整理・体系化し、それぞれの形態に応じ、
チームが農業に取り組む意義、活用可能な
支援策、産業界や自治体などの参画の在り
方などを整理することで、チームが農業に

図５　官民横断プラットフォームの創設について

資料：農林水産省経営局就農・女性課

持持続続可可能能なな農農業業へへ

・他産業と農業のコラボ
レーションにより新たな
関係人口の創出・担い
手不足解消へ

・農業構造を改善し、
将来にわたって農産物
を安定して供給できる
環境を構築

ススポポーーツツへへののフフィィーードド
ババッックク

・キャリアの多様化

・収益機会の拡大

・地域貢献・関係強化

・人脈・協力関係の拡大

農村集落
機能の低下

農業における
担い⼿不⾜

官官民民横横断断ププララッットトフフォォーームムの創設により実現

発発信信

•農業の魅力を
スポーツの力を
借りて発信

•農業の課題を
身近に感じ、実際
の体験へと導く
きっかけに

地地域域農農業業フファァンン層層のの形形成成

•地域と密接につながる農
業・スポーツの連携により、
農業体験等を通した農業と
の接点を創出し、関心の向
上を図る

•先進事例の横展開により、
農業×スポーツの取組の定
着化へ

→ 地域農業ファン層の形成

産業としての
持続性

地地域域農農業業フファァンン層層のの形形成成、、事事例例のの掘掘りり起起ここしし・・横横展展開開をを推推進進
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参画する上での選択肢を示し、スポーツ
界、農業界、産業界、自治体などが連携し
て農業の課題解決に取り組む持続可能なモ
デルの構築を進めることとしています。

以上のように、アスリートにとって農業
がセカンドキャリアやデュアルキャリアの
有力な選択肢となり、また、地域で農業に
取り組むチームの経営が持続的なものとな
るよう、これまでの活動で明らかとなった
課題の解決に向け、具体的な仕組みづくり
や環境整備について検討を進めていきま
す。

６　おわりに
現在、かつて当プロジェクトで調査・発

信させていただいた方々から、農業の取り
組みが新たなスポンサーの獲得やメディア
取材につながったという声が寄せられてお
り、農業界でのアスリートの活躍への注目
度は一層高まってきていると感じていま
す。

アスリートやチームが、スポーツ界で
培った力を農業界で発揮し新たな価値を創
出する。その挑戦が、農業界のみならず、
スポーツ界や地域の未来に新たな可能性を

生み出すと確信しています。農林水産省が
その架け橋となるよう、「アス→ノウ」プ
ロジェクトで得た知見や成果を具体的な政
策へと昇華するため、今後もさまざまな
方々とともに歩みを進めていきたいと考え
ています。引き続き、ご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

坪川　優斗（つぼかわ　ゆうと）
農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部 企画グル
ープ 食料システム連携推進室 係長／農林水産省 政
策Open Lab「アス→ノウ」プロジェクト代表

【略歴】
1999年愛知県生まれ。2023年北海道大学農学部
卒業後、農林水産省入省。経営局経営政策課にて農
業の担い手政策、大臣官房新事業・食品産業部にて
食料システム法の検討・施行に携わり、26年４月よ
り現職。24年７月、農業界でのアスリートの活躍を
後押しする施策の検討のため「アス→ノウ」プロジ
ェクトを立ち上げ、代表を務める。

図6　プラットフォームでの実施を検討中の取り組み

資料：農林水産省経営局就農・女性課

特特設設ササイイトトのの立立ちち上上げげ 広広報報媒媒体体のの作作成成 各各地地域域ででのの農農業業体体験験

キキャャリリアア講講習習会会 新新・・農農業業人人フフェェアアででののPR 令令和和９９年年度度以以降降にに追追加加予予定定のの取取組組

「農業×スポーツ」の取組
事例を紹介する他、就農支
援情報やイベント開催情報
を掲載する

プラットフォームについて
知っていただき、加入を促
進するための動画やリーフ
レット、ポスターを作成し、
広く周知を図る

部活の合宿／スポーツイ
ベントに来た学⽣アス
リートやチーム等に、⾷
育を⼊⼝として⾷への関
⼼を喚起した上で、農作
業体験から⾷体験までの
機会を提供する

立立ちち上上げげププレレイイベベンントト

プラットフォーム立ち上げ

に当たり、周知や加入促進
を目的として、プラット
フォームの趣旨に賛同いた
だいているアスリートや
チーム、農業関係団体、自
治体等によるトークイベント
を行う

指導者・アスリート・チーム
を対象に、現役中から農業
についての情報を得られる
講習会を開催する

「農業×スポーツ」の取組
の事例紹介を行うブース展
示や、元アスリート農業者
によるセミナー開催をメイン
とした、アスリートを対象と
したPRの場を設ける

・地域活性化の取組等を行っている他のプラットフォームとの連携

による発信等の強化

・アワード（個人、団体、支援者）の開催

→受賞者は優良事例として特設サイトにて紹介・周知

・会員同士のマッチングを目的とした交流会等イベントの開催

・体育系学部等での元アスリート農業者による講義の実施


